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三鷹市障がい者地域自立支援協議会への意見シート

 



2 
 

ありがとうございました。メールやファクスでご提出ください。 

     【提出期限】令和８年６月２３日（火） 

【提出先】三鷹市健康福祉部障がい者支援課障がい者支援係 

メール   ：shien@city.mitaka.lg.jp           

ファクス：0422-47-9577                       



はじめに.　香川課長の異動について

　後任の岡氏の紹介。

１．　令和８年度の部会発表について

　　グループワークのテーマ

２．令和８年度部会の取り組みについて

　　検討、整理した内容を事例検討に参加してくださった方々にフィードバックできるとよい。

　次期任期の３年間をかけて以下の取り組みをおこなう

　テーマ　「社会資源の見える化」

　１年目　部会で社会資源について検討、確認

　令和８年度の具体的な取り組み

　高齢、障がい、子ども・教育の３分野に分けてヒアリングする。

４．　その他

　　事例検討会からの課題を整理した資料を企画会に参加してくださった方々に送付する。

　　岡田さん、大野さんが今期で退任。

　事例検討会を重ねる中で課題の整理ができたためその課題について優先順位を決めて取り組むこととする。事例検討会
は行わず、委員で社会資源について検討する。

　　子ども・教育：放課後デイサービス事業所からどなたか、教育委員会からどなたか。

　・情報の集め方

　・どんな形で情報があると受け取りやすいのか

　・それぞれが持っている社会資源の情報をどういう形で共有できそうか。

　　鶴田さん、大野さん、大澤さんが事例検討で把握した課題について整理とりまとめされたもの、

　　相談支援事業所連絡会で地域課題について検討した内容をまとめた資料を報告資料として提出する。

　　　　　　　　　　　　　　専門部会　報告書     　　　　　　　  (参考資料６）

専門部会名
相談支部会企画会

（令和8年3月25日開催）
出席者
(敬称略)

（委員）大野、鶴田、岡田、大澤、真坂
（市・事務局）香川、岡、池田、川上
（書記）真坂

議題

　１　令和8年度部会の取り組みについて（確認）

３．　①　各分野に何を聞きたいか整理     ②～④　各分野のヒアリング     ⑤　まとめ        年５回の開催予定

　　次回の部会について        令和8年５月22日　10：00　＠2中研

１.　令和８年度　第1回　部会発表について
２.　令和８年度部会の取り組みについて
３.　令和８年度　部会運営スケジュールについて
４.　その他

内容

次回の議題

　２年目、３年目　全体での共有、次期計画につなげられるものがあるのか検討

　各分野の参加者予定

　　高齢：服部氏（西部包括）、水谷氏（連雀包括）

　　障がい：大野氏（巣立ち会）、土岐氏（などわど）、小川氏？



（参考資料６－２） 

 

 

■2026（令和 8）年 2/5 三鷹市自立支援協議会相談支援部会事例検討会からでた地域課題のまとめ 

問題点（現状と理想のギャップ（障害）：ネガティブな事象）と課題（それを解決するための具体的な取り組み

（行動目標）：ポジティブな表現）について    

 

１．問題点：世代をまたいでの情報共有システムがない？ 

課題：個人情報の取り扱い。コアメンバーとそれ以外の取り扱いの違い（ご本人の立場にたっての配慮）  

 

２．問題点：地域に障害児を受け入れることができるショートステイ先がない？ 

課題：現状の社会資源の確認 （ピアえきまえ、みちふの森、ハートポートこもれび、朝陽学園などの特徴を知る） 

 

３．問題点：医療拒否の人を医療につなげることができない？ 

課題：現状の社会資源の確認（地域包括支援センター、M.crew 地域ネットワーク事業などの特徴を知る）  

 

４．問題点：介護保険の実態を障害福祉の人は知らない。障害福祉の制度を高齢分野の人は知らない。 

課題：現状の社会資源の確認（事業や制度を知るだけでなく、その実態や運用も知る） 

 

５．問題点：福祉と学校との連携窓口が不明。 

課題：学校と福祉が連携することのメリットを学校にも知ってもらう。 

 

6．問題点：多世代多問題のマネージメントが大変。マンパワー不足や業務の煩雑さで継続も困難。誰が先導し取

りまとめを行うのか？ 

課題：重層的支援体制整備事業（ 「複雑化、複合化した課題」や、「制度の狭間にあるニーズ」に対し、市町村が

中心となって包括的に支援する体制を構築する事業）のしくみを使いこなす。 

 

7．問題点：障害分野では、高齢分野での地域包括のような後方支援をする機関がない？ 

基幹相談は市役所に 1 か所でマンパワー不足ではないか？ 

課題：地域包括ケア会議（地域全体で包括的な支援体制を構築するための会議）的なものを定期的に実施できる

しくみ 

 

８．問題点：精神科の訪問診療、認知症診断での自立支援医療などの資源の周知がされていない。 

課題：現状の社会資源の確認（医療、福祉の制度についてのアップデート） 

 

９．問題点：介護と育児によるストレスを吐き出すところがない。 

課題：現状の社会資源の確認 （社協：ほのぼのネット活動、介護のための介護なんでも相談室、 三鷹市地域ケ

ア推進係：地域ケアネットワーク、地域包括支援センターなど）。 

 

10．問題点：JSK 相談支援部会の事例検討会を通して、つながることはできたけれど継続しない（担当者の異動

などで）。 

課題：多職種連携が継続してできるしくみづくり。 

 

以上 


